
令和５年度 SDGs未来都市に関する取組について

「SDGs未来都市」は、 SDGsの達成に向けた優れた取組を提案する都市として国から選定されるもの

「自治体SDGsモデル事業」は、 SDGs未来都市の中でも特に先導的な取組として選定されるもの

新潟市 自治体SDGsモデル事業の提案概要
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• 「アグリ・スタディ・プログラム」に探究学習やSDGsの視点を導入。
各年代で切れ目なく、食と農をテーマに自ら課題を設定し、探究す
る機会を提供。

• 農業DXによる生産性向上や脱炭素・環境保全に資する
民間の新たな取組を支援。

• 令和5年度はヤシの実チップと燻炭（もみ柄や木くずを炭化
させた資材）を使用したいちご栽培への取組を支援。研修を
実施するなど現場への普及に貢献した。

食と農のわくわくSDGs学習

農業DXモデル事業

バーチャル都市空間を活用した
販路拡大

フードシェア推進による食品ロス削減

①新潟国際情報大学との連携事業
• 大学との連携協定に基づき小学生及びその保護者を対象とした

普及啓発イベントを実施。大学生が中心となって、ボードゲームや
ワークショップなど楽しみながらSDGsを学ぶ機会を提供。

②「SDGs未来都市・新潟市」ロゴマークによる普及啓発
• 「SDGs未来都市・新潟市」のPRを図るとともに、市民や民間事業

者と連携した取組を推進するため、稲をモチーフにした新潟市オリ
ジナルロゴマークの活用を推進。

③「市報にいがた」への連載記事掲載
• SDGsの達成に向けて取り組む市内団体を紹介する連載記事を

掲載し、市民への普及啓発を推進。

④職員研修の実施
• SDGsに関する知識習得と目標達成への意識向上を図るため、

SDGsの視点を活かしたまちづくりの方法を学ぶ職員向け研修を
実施。

• 令和５年度は実施校を拡大し、小・中・高校のほか、専門学校、大学の
計１５校が実施。スマート農業や6次産業化に関わる校外学習など、
探究的な学習を進めた。

• 各校の取組実践例をまとめてホームページに掲載し、普及に貢献。

• 学習に活用するため、市の食と農の現状についての教材用動画を
制作したほか、微細粉の米粉製粉機を新たに導入した。

• 直売所の売れ残りや規格外の野菜を子ども食堂へ届ける
「フレッシュフードシェア」を実施。

• 企業と連携して子ども食堂へ売れ残りのパンなどを調理し
て提供する「ごちそうさまキャラバン」を実施。

• 期限切れ間近の商品などをWEBで販売する「株式会社ク
ラダシ」との連携のもと、社会貢献型インターンシップによ
り県外学生が新潟市内において農業体験及び食品ロス削
減への提案を行った。

「にいがた２㎞×８区連携」ビジネスモデル創出事業

• リアル店舗と連動した「バーチャル産直市場」をWEB上
で運営。遠方の方でも購入できるようになり、新しい購買
チャネルとしてのポテンシャルを確認することができた。

• 万代島において、センサーやＷｅｂカメラなどＩＣＴを活用
したアワビの養殖を実施。構築したシステムについて水
槽レベルでの実現可能性を確認した。

作るから食べるまでフードサプライチェーン
一気通貫プロジェクト
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